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情報Ⅰの単元

（1）情報社会の問題解決

（2）コミュニケーションと情報デザイン

（3）コンピュータとプログラミング

（4）情報通信ネットワークとデータの活用



情報Ⅰ(3)の内容と学習の仕方



並べ替えプログラミング学習の問題点と対策

対策：変数や配列の値や動作を可視化する

問題点：プログラムが正しく動作しないときに、
プログラムがどのように動作しているかわからず、
修正できない。

原因：プログラムの誤った動作の元となる場所や
動作が特定できない



micro:bit＋拡張ディスプレイの利用
解像度
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拡張ディスプレイでの文字の表示
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16文字８行の
英数表示が可能



拡張ディスプレイの点の座標と命令
• 命令

座標(x,y)に点を表示する

座標(x,y)の点をクリアする

座標(x,y)を始点に水平/垂直な直線を描く
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リスト(j)(0<j<63)のデータは
０から50までの乱数



x軸方向を1つおきに
設定して、y軸方向は
60-リスト(k)の値か
らリスト(k)の長さ分
の線を描く
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長さは負でも動作する
ので、y軸方向は負の
リスト(k)の長さ分の線
を描く
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A(j) がA(j+1)
より大きいときは
入れ替える





先頭→最後尾 でデータ交換を行う

最後尾→先頭 でデータ交換を行う



micro:bitには内部に時計機能
があり、それを使って時間を計
測できる.ただし、稼働時間は
電源ONにしてからの時間



ソート動画のデモンストレーション



結果および考察

高等学校情報Ⅰのアルゴリズムとプログラミ
ングの単元で,micro:bitに拡張ディスプレイを
接続して,整列のプログラムを作成した.

↓
拡張ディスプレイがあることで,変数の値の

可視化が可能になり,プログラム全体の変化が
見えて,動作を大局的に俯瞰できる.
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